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犬に寄生する 2 種マダュ類の寄 まより 
琪取ずる血锻置に關する考祭ぃ 

淺 お 靖 

文部省を源科學巧缔巧 

I 辖 ち 

家畜を製ひ吸血するを要動物の 一つとして 吾人の擧げ得るものに マ ダニ類 
び 文化 h’dae) がある0寄まに對しては. 本 類は吸血班 象を 通じて 趣々 な被害を ぶ 
げすのであるが， ーホ該動物に とり 本現象は其〇 を 養靡取の唯一〇方法で あり 
巧 長な び生殖現象の基礎を爲す事は疑ひ無 < 例へば幼期 碑は ホ吸血では成長 • 
毅態を爲し得ず，义雌成棘は未吸血では產がす能である事を認め错るのでを 
る。即ち，本現象は該類田生巧に必要す日了缺條件たる事は《言を要しない〇で 
をるが，之に對ずる研究は從來極めて蘇であり.二•兰の斷か的な報吿をう:巧 
のみでをる。特に吸血現象の量的ち面邱ち寄主より攝取する血•嚴量に關する親 
巧は從來を<微々たるも〇であつを。依つて筆者は本題下に於いて犬寄生性〇 
2 種 マ ダニ類に就き，其の吸 化 寮に關して考察を進めたいと思 ふ。 

鐘 マ ダニ科 雌 觀は寄ホより根裳量〇血渦霞取後自動が!に賓主を離れ，地上に 
がいて產卵を巧ふものでをり，且，^がには鱗成辨が齊おより離脫する幕赞を 
なて.同期の吸血は完了したものと認めてねるから，本文では巧かる權蝶吸化 
聲を述ぺ同時に寄生中の雌轉吸血量にも觸れたいと考へる 0 


り資源科學研鶴獅壞巧. 
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II 巧 科 

觀察に用ひたダニはマダニ科 CI ぉぶ舶 e), チマダニ屬（厮の凡邸みがなみ）に含ま 
れるッリガネチマダニ（ぶ campanulata Warburton) 及びイヌチマダ ニげ.が过- 
va Neumaiiij) の二種であるが，兩者共に關栗、地ホでは夕 < 犬に寄生する種類 
である。 

觀巧は自然狀態で，犬に寄生中のものなび實驗的に寄生せしめたもの兩者に 
就いて巧ったが，其の結果は略々同樣であった爲，本文では前者即自然が態 
にがけるものの觀巧結果を報をする0猜本文で云ふ吸化量は何れも雌成ダニ〇 
其れでをって，幼期な雄成ダニの吸血量には全然瞬れないが，兩者の其れは僅 
か 2 乃至細ごをおでず間題とずるにをりない爲である0 

然し七幹細は後述するが，上記二種の峨成ダニは未吸化では最高 2.2 mg 程度の 
體靈を示すに過ぎず.寄をに寄生吸血後始めで其の體重を增大ずるのであるか 
ら，吸曲■愚を閒接的に巧すものとして，先づ離成ダニの體重を測を觀おしを。 

III 巧察 結 ま 

本文で記す觀察は，を部昭巧十七年度にがいてッリガネチマダニは東京都下 
で， イヌチマ ダニに 就いては 埼玉縣下で 巧つ たものである0最初にッリガネチ 
マダニでの 結果を 示すことにする0 

1グ！ I ガ幸チマダニに度!いでの觀察 

第 i 例寄を上の雌ダニ體ま其の一昭が卜と年八丹八目東京都下國みを附 
近にがいて，多くの本ダニに寄生されてむた 3 頭の犬より雌ダニをを部が集し 
其〇體重を測をした所，次の如き結果を得た。 

第 I 表 

寄主上のッリガネチマダニ雌睹香 （mg) 
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隨重域 

0-20 

20-40 

40-60 

60 -SO 

80- 

100 

100— 
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120- 

140 

140- 

160 

160 — 
180 

計 

牺體数 

17 

30 

56 

47" 

け， 

♦ 

5 

4 

玉 

176 

同上 
巧み比 

9.6% 

17, が 

31.8^ 

26.7% 

6.8^ 

2.3% 

2.8% 

2.3% 

1 

0.6% 

100父 


因に本例の犬は，何れも巧年中ダニの駆除を巧つた事の無いもので，少 < とも 
同年八月四日な前に附近の叢林巧で甚しいダ^の寄生を受けた走の讓である0 
觀察個體總數は176頭で，共の平均體重は 57.5mg である力;，本表より•案ずるに 
體重域 C ■一 20打巧のもの，‘卸吸血閒始後閒もないダニはの随體，を體の9•が^を示 
すに過ぎないが，體重域 20—40n 巧， 40—60mg と進むにつれて其の域巧の個 
體數は逐次增加し體重域 W —说 mg のものは56個體.を個體の3!.3%を示す 
に至る0然して其れな上の體重の雌倘體數は逐次減少し例へば體重域10^ 
180mg のものは其の個體數! 4個體，を體の/ %餘を示す に 過ぎなくなる。 
上の結果は勿論自然狀態にがける寄生雌ダ=體霊の，比較的お常な分布表とは 
考へられるが • 體重の大なるものの域に於いては•後述の如 < 旣に吸血を終へ' 

育動的に寄まを離脫した個體のをする事を考厳に入れねばならない。 

第2例寄主上の雕ダニ賴連其の2同年六月八日府下武藏現附近のろ頭の 
犬より寄生やな本雌ダこを部を採集，賴蓝测おの結果第 U 表を得た。 


第 I 表 

寄を上のツリガネマダニ雌猎重 （mK) 


巧重域 

0—20 

20-40 

40—60 

60—80 

80— 1100— 
100 120 

120^ 
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ミ 計， 

1 

お 庭 巧 

117 

45 

19 

2 

1 

0 

王 

0 

0 

m 

同上 
巧み化 

63.2% 


10 2% 

! い％ 

〇が 

0 

0.5% 

0 

0 

100ブ么 
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本例では，5 巧に犬鶴よりダニの驅除を巧つたもで，隨つて採集がダ ニ は 
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槪ね驅除後寄生巧化を閒始しを個體が夕く，一部に驅瞭の薛見逃した僞體も含 
むかと考へられる。觀察個體數はを部でけ5備體で，ず均體里は 19.8mg であ 
る。 本表に H 月かな如 <，其の觀察個體數〇大部みは0—20把 g の體重域に含ま 
れ n 了個體，を體のが.2%を示し，體重の增加に伴ひ個體數は逐ホ減少、する 
事を認め得る。然して體重 lOOmg の[上の個體は.僖か1徊體で，を體の〇••弓％ 
をまずに過ぎない。郎前例と比較して見るに.本例では體蜜®度のものが壓倒 
的に夕數であり，ぶに巧し體重大なるものは極めて少敏である事が見られる。 
この塞は勿論驅除にがる爲も考へられるが，被害の甚しい巧地方では驅除後數 
日にして斯かる多數むダニ寄をを見る事は寒と、すべき事かと思はれる0 

巧化との二例は何れも寄ま上の雌ダニ體重ではある折第 U 例の如き人爲的 
處作の加つた場合だは，一般にダニの體重の小なるもの——吸曲患の小なるも 
む —の參いとをふ事は.結局寄生後閒も無い個踏の多數なるを證 t るにかな 
らねと信せられるのでもる〇 

榮3例寄を绩脫をの雌ダニ體重同年八月十九0東京都巧にがいて#數の 
ダゴに製はれ，を < 消耗せる t 錐ホを觀察ずる繞舍に惠まれ，寄をより自動 
的に離脈がる條ダニを殆ど树畴にが集し傅を。第 in 聚は其の體重赞測値を， 
第が表は第1な輿 II - 案と比較の爲， SOmg の體重域やに抵現する侧體數を示せ 
るものである〇 


第 I 袭 

蘇を雜晚を巧ツジか本チマグニ雌強重（扣が 


楠が 
番錢 

度震 

11 

性 藍 

個糕 

—游巧 

随敌 

II 

饋 垒 

1 

1 76 

9 

112 

17 

120 

1 25 

146 


1) 肩が妖態でも犬は肖ら帯を巧を除去ずベく巧みるが.本巧!の犬は元氣無く，直ら 
巧を趨ぎをすか t 口きゎ踰ょ見みなかつた。旗つて，犬庭より落下した雌個疆はを 
く自載が n こ寄まを巧焼したもみとちへらわる。 
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1 
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5 
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21 
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6 
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14 
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23 
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30 

176 

7 
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15 

117 

23 

135 
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1 

181 

8 

111 

i 6 

120 

24 
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や巧 
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本例の觀察伽體數は前例に比べれば比授的少數ではあるが同一寄まより， 
巧ど同時に得られた觀を結果としては.割合貴重な資料かと思はれる。 


第裘 

祭ま離脫後のツタボネチマダニ耀體重細 g) 


捏重域 

0-20 

が -40 -CO’60— 8 。 

1 1 

M)— 

100 

100— |l20 — 

1 ゴ 0] 140 

140— 
160 

!60— 1!80 — 
180 200 

計 

個隨數 

0 

0 

0 

1 

1 

13 

5 

3 

4 1 

! 

31 

同上 

百み比1 

0 ' 

i 

0 

0 

な夕％ 

な 2% 

41.9^ 

1 

25.8^ 

! 9.7% 

1 

1 

12.9^ ： 12 % 

100% 


本結果〇特嶺もして考へられるのは’體靈域り'-6り mg の個體がを然見られ 
ない事であって，60— 80n 巧， 80—lOOrag の域に漸 < 一頭づっが現はれてねる 
擧である。然しで，描重域100—城細«のものが最も個體數乂で，十 S 頭，が 
%を示し其れが上の担重では妈挺おはがみはす•るが，何れもが當窩いお現率 
を有してねる〇 

が！て巧察では，巧巧巧 200 mg が上のものは見られなかっをが，化の結 
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果を前例，特に巧1表と比較して見ると少ぐとも自動的に寄まを離脫した雌個 
體は.體巫が一般に大である事をををにおし得るのである0本舰察例ので均體 
連値は126.3 mg である力充分吸血したと考へ得べきッリガネチマダニ雌に， 
大體化の體重附近のものの多い譯である。然して.斯かる離個體は寄生離脫後 
暫< 巧植を絞け，後を個體が產卯巧動に移るのである0 



0 20 40 60 80100120 1401601的 £〇〇 gio ^ 

腹 霞 比 

第1圖ッリガネチマダニのを觀察例にがける超重み巧表 
A 巧化開始お約6日が巧のホ飽血個腫の瞳重‘ 

B 自然が態での未飽血個瞳の睹重 
飽血個隨（離脫個隨）の擅重 


C 
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召イジチマダニに巧いての巧巧 

第 j 例寄主上の雌ダニ體重昭和十- 1 年十二周六0埼ぶ縣下に於いて，お, 
山體造巧の鄉助力を得， L 雄犬ょり寄生中り本ダニを部を踩集其別推ダニ體 
重測をの結果次表を得を C 


第 V 表 

寄を上のイヌチマダこ雌體霜 Ong ) 


1 .( ! 

睦更 域； 0-20 120 ~40 40-60 

1 1 1 

C 0— S 0 

80- 

100 

100- 
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120- 
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140 — 
160 

j (50 

180 

180 — 

*—00 

個體數 

が 

13 

〇 

0 

り 

ひ 

0 

1 

巧 

ゴ 

间上 
をか比 

か. 2% 

1 

16.9^ 2*4% 

1 

0 

0 

0 

0 

よ.2% 

2 .が 

3 が 

廣重域 

200— 
2 が 

220- 1 240— 
240； 260 

( ' 

が 0— 

2 S 0 

280- 
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300- 

320 

ぶ 20— 

340 

340— 
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計 

個證數 

1 5 

い 

\ 

い 

1 

3 

王 

0 

0 

1 

82 

同上 
巧分比 

7-3% 

8.5% 

1.2^ 

3 が 

1 •が 

0 

0 

1.2% 

100^ 


本例の寄まは獵犬であつて.ダニ害の甚しい附近山地に連巧するを常として 
ゐたが. S 區除はを < 巧はず十一月二十を固前後よりは目宅附近に繫留しをり， 
十二ち S •四酌日に义附近山地の野兎狩に使用したホである〇化〇事實は•本 
犬に寄生中の雌ダニ體重からも充分に狐はれるのであつて，間一寄主ではある 
が，其の寄生ダニの體重は巧かに C 一が) mg と140— 360 mg の二辞にかち得る 
のである〇 

本おでは，體靈域 0—20 mg の個體が大み數を占め，20—4〇1雌の個體がホ位 
を示してねるが，化の程度の體重のダニは.寄まに附着吸血後間もない，雌なる 
寧を謎し，從っで出:等は，大體十:::巧 S •四兩0顿にム地巧で附着したも〇と 
認められるのである。然して體重域 60 — 140 泣 g には 1 個體も表はれず， 140 — 
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leomg に始めで 1 頭が巧し，瞒後は少なをがら备域に雌が触興しでむる。此 
れはちふ迄もなく寄生後相當日盛:を摇たグ C である事を意巧し，十一月二十置 
日附近な前，即目をにお谭するな前に沾雖で寄生したものと考へられるのであ 
る0 

猪，ネ树のダニを附着後間もない體重域 O — SOmg のものと，附着後相當曰 
數を經た液垂試140— 360 mg とにみち考察すると.前者では小計.37個體中，0— 
20 mz のものが其〇 了8.6%を， 20—40 m ごん； 22.8 %を, 40—ぶ舶 ig が义5%を 
示す譯になり， 0-20 m ? 體重のダニが壓倒的に多數なる事を物語る。然して後 
を即寄生後相ま日數を經をダニでは，個體數小計巧個體中200—220,220— 
240 mg が夕數を占め.同類中の24%巧び2弓％を示してみる0 

巧5例寄ま上の雌ダニ感重巧曰驅徐を麗々巧ひつ、ある他〇1雜犬を搬 
する機會を得たが，僅か雌17個體を發見したにムり， 0—20mg のもむを16頭， 
20—lOmg を1頭得た〇みで，驅給におり雌ダ*む個湿數の小なる事，拉に附 
若を間もない個預のみである事を確め得た。 

巧6例舊ま離瞧後の摊ダニ饋業第4例の舊生甚しき躍犬犬舍を調态し， 

巧おを完了し離脫しを雜了個 ft を採集し得たが，其〇體重は186 .5, 210, 250, 
25も奶0, 300,347 m ぎで，其の観を個强は少數:ではあるが，最少履重186ぶ mg, 
最ホ插重 347m が平均263 07 mg であることを知つた。 

ち み 

な 上述べ來 たつた 結果を縷めで考おしで見ると，寄まに附着後閒もない 摊ダ 
* 乂第2及第5巧 J 參瓶）は解着を巧巧期期を装たもの《第1なが4 例參照） に 
化ザげ. HiJ に其の19まけがれも小でみる巧が判る。化〇睾實はが ダ*のをお 
ぶでの硬姐期瑚が.ホ货10扫から15日巧外であるのを祗段ずれば • 要するに 巧 
Jfct のホだかをでもる事に想窃するも仍と考へられる 0因に 若ダ* より 晚巧盧 
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跋郞ホ巧血りがダ *0 摄巧は•巧巧えなぶ巧ホがわゥで,•化の捶度の雜蛋の 
雌がををし吸化ずるた從クて，其む體巧を凌み堆犬ずをのでをる 0 齋生吸化中 
には.晋ふ造もをく®々〇ま:理作用〇が密り巧する審ホ巧おされる〇ではある 
が， 裂在筆者のおへる供りでは，ホ吸血が態の锁進2,2のぶが上の莖鑑をがず 
を生中乃至寄を歡 D 本極雌掘類は吸血により.劈:も蘆接的に其の見掛け上の體 
恶を增大したものと考へ得るのである0換貢すれげ，本文で扱つを^2極の手マ 
ダニでは吸血後〇體靈より約2•細ミを滅じた償が大賴其切がタッニの吸血遺と思 
考し得る譯である0隨つて吸血量〇側より考へれば，第3例ツジゲネチマダニ 
の場合では，離晩個體の大鹽の吸血載は最小74拍も最大179助みぞ均124旭 g . 
义第6例ィズチマダ;では，其〇憤は最小206放も最大345描み平均2が描ジと 
推察される事になる。猶本文:中では觸れなかつたが，他の二 • 云む斷片的な觀 
察に於いて，ツタガネチマダ C では潍晚後の體重250•如おに達した個體があ 
つた〇化の偶體の吸血患は24弓 mg と推をされるが.岡種では此の程度〇もの 
を吸血量最大の例として讓げ得る0 

寄を中〇雌ダニ歷棄は別として，锥晚をの爾種體重を比授 して 見るに，ツリ 
ガホチマダ《はイダチマダニに比し，吸血愛〇著しく小なる事に氣がつく 0 觀 
のを實の說巧としては•を*考へられる場をがをいがす充分な觀察ではあるが 
睾者〇 Palpoboophilus minnxngi Kishida 離〇渊をでは離贈時の吸化愛 400mg 
を， 妊 yalommb が では 620mg を示すも〇があつた© 

1 ) がろ;軌餓のが:態に曝される時には.其の随霞は，逐夕滅みする。隨つて化の链重は 
がの米吸血が愈にあける旌里のあも大なる場合と考へ撐る。 

お巧を撞じ涼なされた血液は•消化吸收のを化浓宮泣としては巧の重愚を渡ずる 
力;，造卵作巧乃ま跟旨の質に療ずる譯でもる。而して I 排泄乃至呼吸作煩に 
巧り幾分かの聞或?适重としてのお少(て）は考へられるから，辰巧には，其の度を考 
へ，吸血换重-ホ巧血挺雷牛吸血置:一 Z とすべきと思はれるのであるが，現巧の讓 
ホの巧見では，煤をながら，お血担重—ホ吸曲措霞+吸化を穫度で務定せねばな 
らねのである0 
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即離ダニカ;宮動的に 離 晩ずる迄に 審まよ り媒取ずる 血液 聲は種類にがり， 
相當の差違あるべき事が な 想されるのであつて，本文の場をも，化の範曝に入 
るかとも考へられるのである。猶，一考を要する事は，吸化後，寄まを離脱し 
た同種脑體閒にがいても • 其の體重(吸血•景)値閒の鱗きの頗る大なる事で，ツ 
リガネチマダニでは， 76 m - より 181 mg (他の例では250•如巧），义イヌチマダ 
二では， 186.5 mg より347ぶ夕に及び.其り變異域は，何れも1001 ng 从 J : にも 
涉る與である。此〇事興は.要するに同種巧にがいても雌ダニの攝取する血液 
量は上述の 趣にがる場をと同じ <. 摇度の-墓こをあれ，.すが不をである事を 
物語る に タトならぬ。 

本文にがて記した雌ダニの吸血致を基礎とし，‘寄主の側より考ふるに，ツリ 
ガネチマダニは.寄生期閒10日から15日內かに，平均 124mg を，义イヌチマ 
ダニは平均 218mg 巧かの化浓を攝取する事となる。驅除のを< 巧はれない場 
合には•雌ダなは何れも吸血完了の後，寄おを自動的に離晩するのであるから， 
各個體は，何れも上述の如き血液量を.其の寄生期間中に攝巧ずる〇换言すれ 
ば寄主は雌ダュの寄生〇爲，化の程度の血液載を失ふ譯になる。ダ^害の甚し 
い地ホで驅除の巧はれない場合には .t 頭の火に數卜乃ま數百の雌グュの寄生 
してねるのを見る事が多いが，斯かる狀態は，夕かの增滅こもあれ，春季より 
秋季にかけ，比較的長期間に渉つて見られ，隨つで • 犬自身同期間中に夫ふ血 
液虽は化して少しとはせぬのである。ダニ類の寄主に與へる被害としては.綠 
々な擧貫が舉げられではねるが.多敵寄生〇場をには，更に血;狠愚〇喪失と霄 
ふ問運自身も.注目すべき便値をりと信ずるものである。然して叉:16除の効果 
は，本文第2及第1例に於けるが如く，何れも寄生地!ダニ個葫數〇比較的小な 
る點，及吸血景の小なる點にがいて，判然と認め得る〇である。 

王）撤大橋•巧口兩巧り 941) の烦察じがれば I ォゥ シブダニでは•飽な個泣々雜既時 
に，齋ホ•の窗巧敏部より巧轉稱々多透の迪地を谦め地巧を赤染ずるとのおでもる。 
即ち化の為なにも又血液：1：の巧失とミふ巧力;併を考へらむる。 
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淺沼 靖：軍用犬の巧「イヌヒナマダ ニ 」に就いて.窠用犬バ（巧が） 

--:マダニの狡血量と產卵數.酪雜巧(1043) 

Fa 化も及. Be れ rage zur lebensgeschJchte on 过 zur polterobrvoiiale Entwicklung 
von Jzodcs rictnus L. Z. Morph. り kol. Tit re, 2*1 リ931) 
Graybill,H. W. et LewaUen, W. M. Studies on the biology of the texas-fev - 
er tic k(Supplementary report) U. み Depu Agr., Bur. Anim. 
Indust., 152 (1912) 

Hooker, W. A., Bishopp, F. C. tt Wood, H. P. The life^history and biono - 
mics of fome North An] がミ cjn ticks TJ, g. Dept. Agr., B ir. 
Ent, 108 (1912) 

大橋亞さ巧}•坂口龍城，壁鼓に闕する二 -s の 試験家畜おを協會會報 3 (巧41) 

rLttal,G. H. F. et Waibur on, C Ticks, | (1915) 

及 ohr, C. J, Estudios sobre ixodidas do Brasil,Kio de Janeiro, (Nultal et 
此1916に依る） 


I) 勿諭.充を吸血した雌錦の產出卵數を意ホずるのでちる力;，化の卵數の變異大なる 
讓隨ニホがを數の學者じよりお滴され來つてゐるのである0】例を舉げると， G: が- 
bill €t a I. (1912) p.10 は充分吸血したと稱ずる Boopkihs annidatus (Say) 雌の 
產卵あは：,05から4492にも巧ぶとの審である0 


扱.か上の考紫は則として，後報にがいて詳述する豫をではあるが I 雌ダニ 
の產卵數と，其の羅出雌ダニの銳述のかを吸血貴との糊には，窩度の巧熙[親が 
が巧するのであつて，自然が態での.離脫個體閒にぶられる巧かる吸血量の變 
化に富む藥質は.旣知の離マダニ蒲卯數の變異性に對し巧力な說明を與へ得 
ると信ぜられるのである0 

tf 苗筆するに當り，終始御指謀を賜つた巧巧亨 • 岡巧彌一郎並に木下周太諸先 
生に深甚なる—謝意を表する次がである0 
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